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畜産クラスター計画の具体化

○預託施設整備により、家畜を受け入れ、預託農家の労働負担を軽減
○農家は、規模拡大するとともに省力化機械を導入し、労働負担を軽減
○コントラクターを起ち上げ、規模拡大農家の労働負担をいっそう軽減
○規模拡大農家は先端機械を導入しモデル経営として確立
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畜産クラスター協議会
自ら進捗状況・成果をチェックし改善
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畜産・酪農の体質強化！
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